
健康・医療・福祉 

●コロナワクチン接種の危険性について 

Ｑ． 

二階堂市長、毎日、新発田市民のためにご尽力下さり感謝申し上げます。早速ですが、

コロナワクチン接種の危険性はご存じでしょうか？コロナワクチンは治験中の遺伝子組み

換えワクチンです。免疫力を低下させ、様々な病気を引き起こし副反応の症例は膨大です。

ワクチン接種後遺症に苦しむ国民の為に医師や学識者の有志が一般社団法人ワクチン問題

研究会を設立しました。研究会によると、予防接種法に基づき厚生労働省の専門部会に届

いたコロナワクチンの副反応報告は 4月 30日までに計 3万 6457人。うち死亡は 2076人に

上ります。代表理事は、国民のほとんどが接種済みで、報告数は氷山の一角と見るべきだ。

症候群の実態を集め患者に適切な医療が届くよう正面から取り組みたいと述べられていま

す。コロナワクチン接種はリスクの方が高いです。ワクチン問題研究会のホームページが

ありますのでご覧いただき、新発田市民そして日本の国民を守って下さい。コロナワクチ

ン接種のリスクをみんな知りません。二階堂市長、富樫選手の様に新発田市から日本に希

望を与えていただけないでしょうか？ 

（令和 5年 9月受付） 

Ａ． 

  新型コロナワクチン接種の安全性について不安をお持ちのことと推察いたします。 

 私も、コロナワクチン接種後の副反応や健康被害に苦しまれている方に関する情報につ

いては、十分承知しております。ワクチン接種後の健康被害により今も闘病されている方

に心よりお見舞いを申し上げるとともに、適切な医療が受けられることを切望いたします。

併せて、亡くなられた方々のご冥福をお祈り申し上げます。 

新型コロナワクチン接種の副反応については、厚生労働省の審議会において専門家によ

る評価が継続的に行われておりますが、現時点では、安全性において重大な懸念は認めら

れないとの評価をされており、特例の臨時接種として現在も実施されております。市とい

たしましては、国・県から、ワクチン接種後の副反応や相談窓口について十分に周知する

ように示されていることから、今後も市民の皆様に周知するとともに、国の動きを注視し

てまいります。 

私も、新型コロナワクチン接種は、強制するものではなく、ワクチン接種によって得ら

れる効果と副反応などのリスクを比較し、ご本人に接種についてご判断いただくべきもの

と考えております。皆様がワクチン接種についてご判断いただけるように、引き続き、市

ホームページ等でお知らせするとともに、ワクチン接種に関する問い合わせについては、

しっかりとお話をお聞きし、併せて、丁寧にご説明するよう担当課には指示いたしており

ます。 

（令和 5年 10月 4日回答） 

 

 

 

※上記の回答内容はすべて回答日時点のものであり、現在とは異なる場合があります。 

 



健康・医療・福祉 

●新型コロナウイルスの接種について 

Ｑ． 

昨年 11月に接種のお知らせが来ないので、電話をして問い合わせたら、再発行なるもの

が届き、2日後に普通の封筒が届きました。 

その後感染したため、接種券をそのまま放置、昨日医療機関に接種を問い合わせたとこ

ろその際送られた来た接種券は使用できない、代わりの接種券が届いていないかとの事で

した。 

未だに届いておりませんが新発田市はどうなっているのですか？ 

私が務めている村上市は滞りなく送られております。あの未曾有の被害を負った市がサ

クサク送って来ている。 

新発田市は怠慢です。 

反省すべきと思いすぐさま改善が必要と思います。 

（令和 5年 10月受付） 

Ａ． 

 新発田市では、今年度から、65 歳未満の方のコロナワクチン接種券については、発券申

請をいただいた方のみに送付する「申請方式」に変更したところであります。 

これは、新型コロナウイルス感染症の位置付けが、5月 8日から、2類から 5類に変更さ

れたことに伴い、「法律に基づき行政が国民の皆様に様々な要請・関与をしていく仕組み」

から「個人の選択を尊重し、国民の皆様の自主的な取組をベースとした対応」に変わった

ことによるものであり、65 歳未満の市民の皆様には、接種を希望される場合は発券申請を

していただくよう、広報しばたや市ホームページにおいてお知らせしてまいりました。 

 一方、ご指摘のとおり、村上市については、従前どおり対象者全員に接種券を発送して

いるとお聞きしており、お住まいの市町村によって発行方法が異なり、大変わかりにくい

状況となっていることを心苦しく思っております。 

 しかしながら、接種券の発行について、「申請方式」とするか「全員発送方式」とするか

は、国からの通知により各自治体に一任されており、県内でも新発田市と同様の方式に変

更した自治体は少なくない状況であります。当市においても、引き続き「申請方式」を取

らせていただきますので、ご理解をいただきますとともに、お手数でも、電子申請等によ

り手続を進めてくださいますようお願い申し上げます。 

（令和 5年 10月 19日回答） 

 

 

 

※上記の回答内容はすべて回答日時点のものであり、現在とは異なる場合があります。 

 


